
全問平均正答率は、国語が全国、県と同程度、算数は全国、県をやや下回
りました。理科は全国、県を下回りました。
・国語　人物像や物語の全体像を想像したり、表現の効果を考えたりする
　　　　こと
・算数　割合の問題について、数量が変わっても割合は変わらないことを
　　　　理解する
・理科　自分や他者の気付きを基に、違いや共通点をとらえること

　学校教育の現状や学力問題などの課題を把握し、改善などに役立てるため、全国の小中学校の小学６年生、中学
３年生を対象に「全国学力・学習状況調査」が実施されました。坂城町の小学校の調査結果をお知らせします。

調査実施日　令和４年４月19日　　　対象者　町内３小学校の６年生　　
調査内容　【実施教科】国語、 算数、理科　【内容】 「知識」と「活用」を一体的に問う問題

◎問い合わせ先　教育文化課学校教育係　☎82－3111（内線 253）直通75－6209　

「はい」と回答した割合（%）
※（　）内は３年度

全国との比較区 分 質 問

生活習慣

地域とのつながり

余暇利用

学習習慣

生活習慣や学習習慣などに関する調査の主な結果

全国の割合（%）

朝食を毎日食べていますか。

毎日同じくらいの時刻に起きていますか。

平日２時間以上テレビゲームをしていますか。

平日に30分以上読書をしていますか。

地域の行事に参加していますか。

家で、自分で計画を立てて勉強していますか。

平日２時間以上勉強していますか。

やや上回りました

やや上回りました

下回りました

やや下回りました

上回りました

上回りました

下回りました

９８．１（97.9）

９３．５（93.8）

３１．７（34.4）

３３．６（37.6）

５６．１（54.2）

７９．５（67.7）

１６．８（20.8）

９４．４

９０．４

５０．２

３６．４

２３．４

７１．１

２５．１

町教育委員会では、この調査結果を踏まえ、児童生徒全体の課題解決と学力向上に
向けた施策の立案・実践に向けて検討を行い、今後の指導改善に活かしていきます。
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■支給額
　児童１人あたり５万円
■申請方法
　申請書および添付書類を福祉健康課へ提出してください。
　申請書は町ホームページに掲載しています。
　郵送をご希望の方は下記までご連絡ください。
■申請期限
　令和５年２月 28 日 ( 火 )

◎問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82 ー 3111（内線 136）　直通 75 ー 6205

公的年金などを受給していて、令和４年４月分の児童扶養手当の支給を受けていない方

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶
養手当を受給している方と同じ水準となっている方

「公的年金など」とは、遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など
児童扶養手当に係る支給制限限度額を下回る方に限ります。

１

２

１ ２

■支給対象者
　児童扶養手当の支給要件に該当している児童を監護等している方であって、
　次の　　または　　のいずれかに該当する方

下表のとおりで、全国と比較す
ると多くの項目で良好な結果と
なっています。
「学習習慣」について家庭での
学習時間に課題が
あります。
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